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1

《旧産炭地で 取 り組むバ イオテ クノ ロ ジー》

　　　　　　　　　　近畿大学九州工学部　田中賢二

　九 州 と言 え ば焼酎 と様 々 な発酵食品を思 い 浮か べ る方

が多い の ではない か と思い ます．最近は焼酎粕や生ゴ ミ

の メ タ ン ガ ス やデ ィ
ーゼ ル 燃料 へ の 変換 ，

β齲 伽 ∫ 伽 γ
・

ingiensisに よる 殺虫タ ン パ ク質の 生産 と利用，　 PCB やダ

イ オ キ シ ン類の微生物分解など先端技術の 実用化に向け

た研 究が各所で 進め られ て い ます．また，沖縄で は固有

の 農産物を用い た新しい食品 の 開発や生理活性物質の探

索と利用が盛んに研究されて い ます．こ れ らの 概要や成

果に つ い て は，様 々 な場所で よく喧伝され てい ます の で ，

今回は福岡県中部 に位置する筑豊地域に おけるバ イ オ テ

ク ノ ロ ジーへ の 取 り組みを取 り上げた い と思 い ます ．

　五 木寛之 の 小説 「青春 の 門 」で も知 られる筑豊地方 は ，

か っ ては北海道と並ぶ 石 炭供給基地 で あ り，隣接する 鉄

鋼都市北九州 とともに 日本 の 工業発展 に大きく寄与 して

きま した，石炭産業が終息し た今 ，
か つ て の 面影は あ り

ませ んが，様 々 な分野が協力して
“
負の 遺産

”

か ら脱却

を図 っ て い ます ．と りわけ，バ イオ と環境 へ の 期待は熱

い もの があ ります．ま た
，

そ れ らの 取 り組みには国内は

もちろん，世界的に見て も優れた水準の もの があ ります．

1．餌料用動物プラ ン ク トン の大量生産

　国内で流通する水産物の うち ， 養殖 を主体 とする
“
栽

培漁業
”

に よ っ て 生産されたもの が 占めるウエ
ートは大

きく，栽培漁業は海外で も着実に 広ま っ て い る．稚仔魚

の 飼育に は大量 の 餌を安定に確保す る必要 が あ り，とく

に幼少期には シ オ ミ ズツ ボ ワ ム シ BrachionOUS　rotundtfor 一

艢 （以下，ワ ム シ と称す る）と呼ばれる動物プラン ク ト

ン を生きた餌料 と して 供給 しなけれ ばな らない ．魚介類

の 種苗生産で は 1事業所 あた り毎 日 100億個体の ワ ム シ

を 必 要 とす る が働 物 プラン ク トン ゆえ培養密度は低 く，

こ の た め ワ ム シ 生産 には巨大な培養設備が必要で あ っ

た．玄海灘に 面 し， 筑豊に ほ ど近い 福岡県栽培漁業公社

で は近畿大学九 州工学部と九州大学の 協力を得て ，生物

工 学 の 手法を駆使し た ワ ム シ 高密度培養シ ス テ ムを開発

し，培養密度を従来法の 約 100個体1mlか ら20，
000個体！

m1 まで 引き上げる こ とに成功 した．これ により同公社で

は ，従来の 100分の 1程度 の 設備規模で ワ ム シ 生産 を行 っ

て い る．また最近，水槽内に設置した固液分離膜 によ り

代謝産物で あるア ン モ ニ ア を除去 してそ の 阻害作用を軽

減する新 しい 培養シ ス テ ム を開発し ，
160

，
000 個体／ml と

い う超高密度で の 培養に成功 した，本 シ ス テ ム は まだ試

作段階で あ るが ， 実用化 には大きな期待が 寄せ られ て い

る，同公 社らの ワ ム シ 培養技術は国内外で 高く評価され ，

栽培漁業の 現場に確実に浸透してい る．さらに，ワ ム シ

とそ の 培養水を汚染する細菌群 の 解明 と低減に も取 り組

ん で お り， 生産の 効率化だけで はなく，水産種苗の健常

性 と漁場環境へ の 配慮に も余念がない ．

2．旧産炭地 で 取 り組むバ イオ研究と教育

　筑豊地域に お けるバ イオテク ノ ロ ジーの教育研 究拠点

として は，九州工 業大学情報 工学部と近畿大学九州 工学

部が挙げられる．ともに筑豊 の 中心 地 で あ る飯塚市内に

おい て ，炭鉱閉山後の新 しい 庠業 の 振興 とそれ に不可欠

な人材育成 に取 り組 ん で い る．現九州 支部長の 清水和幸

先生が所属され て い る九州工 業大学情報 工 学部は本会で

は 知名度が高い こ ともあり，こ こで は近畿大学九州工 学

部 （以下，九州工 学部と称す）を紹介させ て い ただく．

　九州工学部は昭和41年 4月，福岡県飯塚市柏の 森に近

畿大学 の 4番 目の キ ャ ンパ ス と して設立 された．5学科構

成の 小 さな学部で あ る が，大学院産業技術研究科を併設

し博士 課程 も置か れ て い る，当初 ， 九州 工 学部には生物

系学科がなか っ た が，し だい に 生物 ・環境化学系の 研究

室が増え，平成 12年 4月には工業化学科が名称を生物環

境化学科と改め ， 従来 の 物質工学に 加 えて 生物 工学と環

境分野 の 本格的な研究教育をス タートさせた．本会会員

の 研 究室 は まだ 3 っ に 過ぎない が ，旧産炭地 の 利点を生

か した ユ ニ
ーク な研究活動を展開し て い る．以下に当該

研究室の主要テ ーマ を示す．

◆生物有機化学研究室 （藤井政幸助教授）  高機能性遺

伝子医薬の開発 ・人工酵素 の 開発   コ ン ビ ナ トリア ル
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ヘ ン ケル 社 の 協力 に よ り開設 した分子 工 学研究所

ラ イ ブラ リ
ー

による機能性分子 の探索   0 一正57 ベ ロ 毒

素治療薬の 開発

◆応用生物 工学研究室 （田中賢二講師）  水素酸化細菌

によるCO2 固定化　  生分解性プラス チ ッ クの 微生物生

産   旧炭坑坑内水か らの 化 学合成独立栄養細菌の 分離

と利用　  餌料用動物プラ ン ク トン の 超高密度培養法と

細菌相 の制御　  簡易型廃水 浄化シ ス テ ム の 開発

◆環境生物化学研究室 （阪 口利文講師）  セ レ ン 酸還元

菌を用い た半導体材料の 合成 と分子制御　  新規磁性細

菌 の 分離培養お よび磁性超微粒 子 の 解析 と利用　  オ リ

ゴ トリロ フ （低栄養性細菌）の 環境計測用 バ イオデ バ イ

ス へ の 利用　  マ ル チ エ コ モ ニ タ リン グ を 目的 と した微

生物チ ッ プ の 作成　  ベ ン ゾ （a ）ピ レ ン 資化性微生物を

は じめ とする 石 油 ・油脂成分分解微生物 の 探索，関連遺

伝子 の 解析とバ イオ レ メディ エ
ー

シ ョ ン へ の 応用．

　高校生 の 間で も学科の 知名度は年 々 高ま っ て お り，入

学者数も増加傾向に ある．さらに，平成 13年5月 に は同

学部内に ドイ ツ の ヘ ン ケル 社 の 出資によ り分子 工学研究

所 （近畿大学環境科学研 究所を統合）が開設 され，新材

料開発に 向けた産学協同研究を推進 して い る．

平成 13年度日本生物工 学会九州支部大会報告

　 実行委員長　九州大学大学院農学研究院　古川謙介

　日本生物工 学会九州支部大会 （第 8回）は平成 13年 12

月 8 日 （土），九州大学箱崎キ ャ ン パ ス で 開催され ま した．

福岡 で の 開催は 昨年の飯塚 に続い て 2 回 目で ，
一

般講演

72題 （含学生賞応募講演 12題）， 参加者は 175名 （
一
般

81名，学生 94名），3会場で 朝 9時か ら夕方 6時 ま で熱心

に講演及び討論が行われま した．一
般講演は ，微生物を

生物工 学　第80巻

初め とする多様な生物 の 生理機能の 利用を図るため，各

種酵素機能解析，環境保全手法の 開発 ， さらには 工学的

な観点に立 っ た代謝モ デル の 解析など，多岐に 亘 り ま し

た．九州支部大会の 特徴 は大学院生 の 参加が多い こ とで ，

今年 も全参加者 の 54％ を占め ま した ，こ れは支部 を立ち

上げられた石崎文彬先生 （九州大学名誉教授）が こ の 大

会を大学院生 の 論文発表の場 と した い と望まれ ， そ の意

向を反映 して い るか らで す，昨年の 飯塚大会よ り設け ら

れた学生賞には博士 課程 院生 5題，修士課程院生 7題の エ

ン トリーが あ り， 会場は賞を目指 した 演者と審査員 （7

名） との 熱の こ もっ たや りと りがあ りま し た．今回 は 博

士 課程 で は九州大学大学院工 学研究科 の 境　慎司君が，

修士 課程 で は熊本大学大学院工学研究科 の 北里正也君 が

受賞しま した．こ こ に そ の名前を記 して 両君 の 更な る飛

躍を期待 した い と 思 い ます．

　今年の大会で評判が良か っ たの は特別講演で した．宮

崎医科大学 の 林　哲也教授は 「病源細菌ゲノ ム の 多様性

一大腸菌〇−157 の ゲ ノ ム 解析か ら見えて きた こ と
一

」 と

題 して大腸菌 0 −157Fhの ゲ ノ ム に潜む病原性 の 由来 とか

らく りを見事 に解明 し た 内容で した ．米 国チ
ー

ム との 競

争の 話 も大変興味深く拝聴 しま した．東京大学大学院工

学研究科 の 多比 良和誠教授は 「ポス トゲ ノ ム に お ける新

規機能性遺伝子 の 迅速探索」 と題 して，機能性 リボザイ

ム に つ い て の 講演で した，tRNA に組み込 ん だ リボザイ

ム の 核か らの 細胞質へ の 移行 の メ カ ニ ズ ム ，ラ ン ダマ イ

ズ 化 した リボザイ ム を用 い た ジーン デ ィ ス カ バ リ
ー

の 話

は，極め て魅力的で 会場 か らも多 くの 質問 が 出ま した．

こ の 講演を聞 くために 関西支部か らの参加者 もあ りま し

た ．こ の 誌面を借 りて ご多忙の 中，il央く講演を引き受け

て い ただい た両先生に感謝致します．

　懇親会は 九州大学記念講堂 「フ ァ カル テ ィ
ー・クラブ」

に て 開催され，清水和幸支部長の 挨拶 ， 新名惇彦 日本生

物工 学会副会長の 乾杯で始ま りま した，懇親会に も多く

の学生が出席 し，会費の 割 には豪華な （？）内容で懇親

を深め て い ただ い たよ うに思 い ます．九州支部大会は熊

本 を皮切 りに 宮崎 ， 大分 ， 佐賀，鹿児島，長崎，飯塚，

福岡と巡回 しま したが ， 来年 は沖縄 （琉球大学）で 安田

正 昭教授が実行委員長を努め られて 開催の 予定です．九

州に 限 らず，全国の 生物 工学会会員 の 皆様 の 参加 をお待

ちい た して お ります．
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